
原発の町で、市民がつくった太陽光発電所のお
話です。（NPO法人おながわ・市民共同発電所）

宮城県女川町には東北電力の女川原発があ

ります。３・１１福島第一原発事故は多くの町民
に原発の安全神話が終わったことを教えてくれ
ました。一方、巨大な津波が人口わずか１万人
の町に襲い掛かり、８２７人もの尊い犠牲と、３
分の２の家を根こそぎ奪いました。
この町で立ち上がった町民の物語です。
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生みの親は、仙台の「きらきら発電」さん

２０１６年４月、仙台の広幡夫妻から「脱原発の活
動として、女川町に太陽光発電をつくりたい。土
地を紹介してほしい」と、話を持ち掛けられました。

私は大いに刺激を受けました。そして広幡さん
に「私たちに太陽光発電所をつくらせてくれませ
んか」「ぜひきらきら発電所の施設を見学させてく
ださい」と、お願いしました。

この間、 広幡さんの自宅に伺い、NPO法人設立
と資金の調達について、私たち夫婦で学ぶことが
出来ました。

２０１６年１０月、井戸浜太陽光発電所等見学。
木村征郎町議、阿部律子町議、私達夫婦が参加。

２０１６年１２月、ついにあの震災から５年後、
NPO法人おながわ・市民共同発電所設立総会を
開催しました。

すべてはここから始まった。

プロジェクト・ウサミさんは常に傍につ
いて、励ましてくれました。
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５人衆の協力があって

右から高橋正典理事（商工会会長）、４人目松木
卓理事長、５人目梶原三雄理事、６人目木村征
郎理事（町議会議長）、そして隣が高野博です。

＜松木卓さん＞

ライオンズクラブ時代からのお付
き合い。ドラックストアを経営しな
がら、石巻の裁判所の調停員を２
０年間務めた立派な方です。
＜木村征郎さん＞

震災当時の議会で、議長として
大奮闘され、とにかく私の相談相
手になってくださった方です。
＜高橋正典さん＞

立場としては原発推進の役割を
担わされますが、「高野さんの生涯
を貫く仕事（ライフワーク）だから、
協力しましょう」と、心の広い方で
す。
＜梶原三雄さん＞
気骨の人で、NPO法人ビホロを
立ち上げ、「高齢者に雇用を」と女
川町で頑張ってきた人です。
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私達の三つの特徴

１，原発に賛成の人も反対の人も、再生可能
エネルギーに取り組みましょう。

２，収益金の一部を、返済のいらない奨学金
「おひさま奨学金」として、町内出身の大学生
や専門学生に支給しましょう。

３，１０年間無利子の資金協力と寄付金、会費
で、太陽光発電所を建設し、運営しましょう。

女川町民の団結を最優先し、地域に還元で
きる事業を展開すること。

この背景には、原発を巡って４０年以上の運
動があり、福島に事故を目の当たりにして、
原発の安全神話が大きく崩れる中、多くの町
民・市民には、いまこそ、自然エネルギーに
未来を託そうとの思いがありました。4



地獄に仏とはこのこと

２０１７年４月、当初計画の出島の町有地の借用が住民の同
意が得られず、暗礁に乗り上げた時のことです。
（その後、出島太陽光発電所計画は断念しました）

ミヤンマーにいた高橋正典さんが、「大六天の私の土地を
使ってもいいよ。帰ったら案内するから」と国際電話で提案し
てくれました。

本当に地獄に仏とはこのことだと痛感しました。

また、２０年間無償でお借りすることもできました。5



市民の力に依拠して

この三つ折りのチラシも、「きらきら市民共同発電所」さんのチラシをそっくり拝借して、
会員、寄付、基金の募集を行いました。

１０年間無利子でお借りすることにしました。広幡さんから「１０年後の受取人につい
て、代理人を記入していただいた方がいいのでは」とアドバイスもいただきました。
投資機関や金融機関からのお金を使わず、市民の手でつくり上げようと必死でした。
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NPO法人設立記念講演会
飯田哲也さんを迎えて

２０１７年４月宮城県から
正式にNPO法人の認可
が下りました。

２０１７年５月２１日

記念講演を飯田哲也さ
んにお願いし、また映画
「日本と再生」を上映する
ことが出来ました。
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プロジェクト・ウサミのすご技

大六天太陽光発電所の敷地
は北向きの斜面でした。しかも
二段の敷地です。

ここに２６４枚のパネルをはるた
めに、大きな台を２つつくり、そ
こに貼り付けます。しかも南向
きに傾斜をつけて。

一方西風が強く、飛ばされない
ようにワイヤーで固定しました。

本当にすごい技です。

２０１７年１２月着工という厳しい
条件で、工事が始まりました。

大六天太陽光発電所の概要
パネルは２６４枚。総出力７３．９ｋＷの過積載。
４９．５ｋＷで東北電力に。
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マスコミも注目して（１）
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マスコミも注目して（２）

石巻記者クラブで記者会見に臨み、NPO法
人おながわ・市民共同発電所の取り組みを
はじめて紹介し、記事にしていただきました。
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二度目の資金協力の訴え

２０１８年。この年は勝負の年になりました。ビホロさんから２基目の土地のご協力が得ら
れて、何が何でも二つ目の太陽光発電所を建設しようとなったのです。しかし、５月の
末でまだ６００万円しかめどが立ちません。理事会で議論し、参加していたウサミさんが、
「きらきら発電所」に実情を訴えられたようです。その結果、「きらきら発電所」の会員
の一人が、「それでは１０００万円を基金として協力します」との申し出が７月にあり、ま
たもや緊急事態をしのぐことが出来ました。８月には地鎮祭を行うことが出来ました。
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（株）ビホロさん 新たな土地の提供

大六天太陽光発電所が２０１８年２月か
ら通電を開始すると、（株）ビホロの梶
原三雄社長から、浦宿地区の社有地
を無償貸し付けをするとの申し入れが
ありました。本当に感謝に耐えません。

上の写真は２，０１８年８月の地鎮祭
万石浦太陽光発電所と命名しました。
２０１８年１０月６日に完成・通電開始。

概要はパネル３３６枚発電容量９０．７
kW。FITで４９．５kWで連結。
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NPO法人おながわ・市民共同発電所
会員、基金、寄附金の構成は

手探りの仕事でした。上のグラフは２０２２年当時集計したものです。
会員は生涯１万円の入会金で総会に出席し議決権を持っています。合計１０３名でした。

基金の出資は女川１０２２万円、石巻２１３万円、宮城県内２４５７万円 県外３４６万円合計
４０３８万円になりました。（２０２２年に５０万円未満の基金協力者７２名に繰り上げて４９６
万円を返済しました。その中で、１２２万円の寄付が寄せられました。）
寄附金は 女川５６．１万円、石巻５０．３万円、県内１３５．５万円、県外１００．８万円でした。

どうしてこんなに集まったのか、それはやっぱり、原発に依存しない社会を願ってのことと
思います。首都圏の女川出身の方も、友人に声をかけ広く呼び掛けて下さいました。

３４６

２０

１７
９０

４１

賛助会員１６８人
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２０２０年１月から「おひさま奨学金」始める

２０１９年１１月に木村征郎、高野博両氏が町議会議員を引退し、給付型奨学金支給
をしても、公選法違反に問われない身分になって、早速実現しました。

①２０１９年度
１６名
②２０２０年度
１６名
③２０２１年度
１９名
④２０２２年度
２０名
⑤２０２３年度
１９名予定
小計
９０名に
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地元や中央のマスコミが報道して（３）

やっと奨学金の支給が実現できました。
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総会を大切にし、コロナ過でも実施
見学会も数多く開催。草刈りも楽しかった

総会を成功させ、奨学金の支給に全力を投球してきました。

この３年、コロナ禍の下でも、１００名に及ぶ会員の皆さんには委
任状を含めご協力いただきました。見学者も数多くお出でにな
り、クリーンなエネルギーが市民の手で実現していることを、実
感していただいています。草刈りも楽しかった思い出です。
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燃料費０、年間発電量１６万kwｈ
年間販売電力は約４００万円です

２０２２年度は若干発電量も販売額も落ち込みましたが、２０１９年度から３年間の実績は、年間１６万
kwh、年間４００万円の販売実績でした。すごいことだと思います。
これが２０年間確保されることを願って、メンテなどに励みたいと思っています。

しかし、最近保険料が大幅に上がり、年間４０万円以上です。つまり販売額の１割を超えるのです。
さらに出力制限も数回行われれば、太陽光発電所の運営に大きな障害になるのではないでしょうか。
せっかく燃料費０の自然エネルギーの優位性が生かされなく恐れがあります。17



みやぎ地域・市民電力連絡会を結成して
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これからの課題として

みんな電力との連携 出力制限に対応を

若返りに他業種との連携

NPO法人おながわ・市民共同発電所でも昨
年度は４月３０日、５月８日、今年も５月７日に
出力制限を受けました。女川原発２号機が
稼働すればどうなるのでしょう。待ったなしで、
みやぎ地域・市民電力連絡会で相談したい
と思っています。

役員の高齢化が進み、草刈りもままな
らぬ事態に。なにより若者の皆さんに会
の運営をお願いできるよう、新たな企
画を考えましょう。

FITから自家消費型、オンサイトPPA,
オンサイトPPAなど学んで、水産加工や
農魚業との連携を検討したい。

奨学金の活動に、応援金が寄せられて
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